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調査一覧

本概要版－No.1－の対象は、全８調査のうち、１及び２である。

１． 【ＩＴ企業向け】 ＩＴ人材動向調査１． 【ＩＴ企業向け】 ＩＴ人材動向調査

No.1

No.2

No.3

No.4

２． 【ユーザー企業向け】 ＩＴ人材動向調査２． 【ユーザー企業向け】 ＩＴ人材動向調査

３． 【大学向け】 情報系学生・教育動向調査／情報系学科在籍学生数調査３． 【大学向け】 情報系学生・教育動向調査／情報系学科在籍学生数調査

４． 【卒業生向け】 情報系専門学科のカリキュラム評価４． 【卒業生向け】 情報系専門学科のカリキュラム評価

５． 【学生向け】 情報サービス産業のイメージ分析調査５． 【学生向け】 情報サービス産業のイメージ分析調査

６． 【ＩＴ・その他産業社会人】 他産業との就業満足度比較調査６． 【ＩＴ・その他産業社会人】 他産業との就業満足度比較調査

７． 【ＩＴ企業向け】 オフショア動向調査７． 【ＩＴ企業向け】 オフショア動向調査

８． 【ユーザー企業向け】 海外ITサービス利用動向調査８． 【ユーザー企業向け】 海外ITサービス利用動向調査
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「ＩＴ人材動向調査」 の概要

ヒアリング調査ヒアリング調査 別途、地域ＩＴ企業に対するヒアリング調査を実施

アンケート調査アンケート調査

＜Ⅰ＞ ＩＴ企業向け ＜Ⅱ＞ ユーザー企業向け

調査対象
ＩＴベンダー 3,000社

（業界団体加盟企業 約1,100社＋その他企業 約900社

＋地域ITベンダー1000社）

上場企業 3,000社

調査期間 2008年9月18日～10月3日（約2週間） 2008年9月18日～10月3日（約2週間）

回収率 18.3% （回答企業549社） 11.2% （回答企業 335社）

内容

ITSS・UISSの活用状況

ITSSに基づく職種別人材数・レベル分布

地域ＩＴ企業の人材動向

ITスキル標準の活用、V3対応状況

情報処理技術者試験の活用状況 等

UISS・ITSSの活用状況

業務内容別人材数・レベル分布

ＩＴ人材の過不足動向

情報処理技術者試験の利用状況

（海外ITサービスの利用動向） 等
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ＩＴ企業向け
「ＩＴ人材動向調査」

第１章
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調査対象企業 ～ 今年度調査：アンケート回答企業属性 ～

今回は、地方企業への呼び掛けの効

果が現れ、都市圏よりも、地方の回収

率が高い結果となった。（下図）

特に、右図のとおり、「東北」「中部・北

陸」は、特に高い回収率を記録した。

「関東」や「近畿」などの都市圏では、回

収率がやや低めとなっている。

下図の従業員規模や業種については、

回収企業に、特に大きな偏りはみられ

ない。

アンケート回答企業の属性アンケート回答企業の属性

地域名 都道府県名 都市圏
地方
（●中
核）

送付
件数

地域別
送付数

地域別
回収数

地域別
回収率

北海道 北 海 道 ● 250 250 40 16.0%

青 森 県 ○ 3

岩 手 県 ○ 3

宮 城 県 ● 166

秋 田 県 ○ 4

山 形 県 ○ 5

福 島 県 ○ 9

茨 城 県 ○ 19

栃 木 県 ○ 6

群 馬 県 ○ 13

埼 玉 県 ○ 23

千 葉 県 ○ 25

東 京 都 ○ 1250

神奈川県 ○ 122

新 潟 県 ○ 10

富 山 県 ○ 11

石 川 県 ○ 12

福 井 県 ○ 6

山 梨 県 ○ 5

長 野 県 ○ 12

岐 阜 県 ○ 6

静 岡 県 ○ 20

愛 知 県 ● 275

三 重 県 ○ 7

滋 賀 県 ○ 3

京 都 府 ○ 20

大 阪 府 ○ 140

兵 庫 県 ○ 22

奈 良 県 ○ 0

和歌山県 ○ 3

鳥 取 県 ○ 0

島 根 県 ○ 1

岡 山 県 ○ 15

広 島 県 ● 212

山 口 県 ○ 2

徳 島 県 ○ 3

香 川 県 ○ 6

愛 媛 県 ○ 8

高 知 県 ○ 3

福 岡 県 ● 265

佐 賀 県 ○ 2

長 崎 県 ○ 2

熊 本 県 ○ 6

大 分 県 ○ 5

宮 崎 県 ○ 5

鹿児島県 ○ 3

沖 縄 県 ○ 12

（不明） － 0 1 －

件数 3000社 3000社 549社 18.3%

16.5%

35

41

61

23.7%

23.8%

17.9%

16.4%

20.3%

45

5

236

85

中国・四国

九州・沖縄 300

250

190

357

195

38

1420

東北

関東

中部・北陸

近畿

【回答企業】　従業員規模

31名以上

100名以下

20.4%

101名以上

300名以下

 33.7%

301名以上

1000名以下

11.1%

1001名以上

7.1%

不明, 1.8%

30名以下

25.9%

【回答企業】　企業業種

その他　1.3% 不明　10.0%

受託開発

ソフトウェア業

68.5%

パッケージ

ソフトウェア業

10.4%

情報処理サービス業

8.0%

情報提供サービス業

1.7%

【回答企業】

都市圏／地方企業の割合

都市圏
49.0%

地方
50.8%

不明
0.2%

地域別回収率

16.0%

23.7%

16.5%

23.8%

17.9%

16.4%

20.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

北海道

東北

関東

中部・北陸

近畿

中国・四国

九州・沖縄

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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人材の不足感① ～ 人材の「量」 ～

人材の「量」が「大幅に不足してい

る」との回答は、昨年度の28.3%か

ら今年度は16.2%と、１割以上減少

している。

一方、「特に過不足はない」と答え

た企業は、昨年度の11.5%から、今

年度は17.1%まで増加した。

人材の「量」の過不足感人材の「量」の過不足感

16.2% 59.4% 17.1%

2.6%

4.7%

0% 25% 50% 75% 100%

N=549

50.7%

58.9%

60.0%

72.1%

66.7%

19.6%

18.4%

9.8%

10.3%

 

3.2%

7.7%

 

4.9%

 20.5%

14.1%

19.7%

16.1%

11.5%

19.0%

 

 

 

4.3%

0% 25% 50% 75% 100%

30名以下(N=142)

31名以上100名以下(N=112)

101名以上300名以下(N=185)

301名以上1000名以下(N=61)

1001名以上(N=39)

大幅に不足している

やや不足している

特に過不足はない

やや過剰である（削減や職種転換等が必要）

無回答

全体全体

従業員規模別従業員規模別

従業員規模別にみると、1001名以

上の大企業で、人材の不足感が

昨年度より増加している。

（「大幅に不足している」：昨年度

14.8% → 今年度20.5%）

その他の従業員規模の企業では、

「大幅に不足している」がほぼ半減

した。

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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人材の不足感② ～ 人材の「質」 ～

人材の「量」とは対照的に、人材

の「質」に対する不足感は、昨年

度よりも高まっている。

特に、「大幅に不足している」との

回答は、昨年度の23.5%から今年

度は32.4%へ１割近く増加した。

人材の質の過不足感人材の質の過不足感

全体全体

従業員規模別従業員規模別

32.4% 54.6% 8.0% 4.9%

0% 25% 50% 75% 100%

N=549

大幅に不足している やや不足している 特に過不足はない 無回答

43.7%

53.6%

55.7%

67.2%

69.2%

7.1%

7.0%

4.9%

 

8.5%

4.3%

25.6%

33.0%

35.9%

36.6%

23.0%

12.0%

 

4.9%

 

0% 25% 50% 75% 100%

30名以下(N=142)

31名以上100名以下(N=112)

101名以上300名以下(N=185)

301名以上1000名以下(N=61)

1001名以上(N=39)

大幅に不足している やや不足している 特に過不足はない 無回答

従業員規模別にみても、人材の

「質」に対する不足感は、どの規

模の企業でも増加している。

昨年度、1001名以上の企業で

は、「大幅に不足している」と回

答した企業の割合は、その他の

規模の企業より低く14.6%だった

が、今年度は、301名以上1000

名以下の企業より高く25.6%と

なっている。

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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職種別人材動向 ～ ＩＴスキル標準レベル別人材分布 ～

人材のレベルについて、都市圏と地方では差

がみられるのではないか、との予想がされて

いたが、本調査の結果では、下図のとおり、

ほとんど違いは把握されなかった。

しかし、従業員規模別の分析をみると、「30

名以下」の企業で、レベルの上振れが起きて

いる可能性が考えられる。

従業員規模に比例して割合が高くなっている

のは、レベル４・５の人材の割合のみとなって

いる。

レベル別人材分布レベル別人材分布

38.3%

37.1%

34.1%

34.6%

25.8%

26.8% 1.5%

1.8%

0% 25% 50% 75% 100%

H19調査

H20調査

ＬＶ2・1 ＬＶ3 ＬＶ4・5 ＬＶ6・7

25.1%

41.8%

35.5%

32.9%

36.7%

37.6%

34.1%

39.7%

40.3%

31.7%

30.8%

22.9%

23.7%

24.3%

30.0%

6.4%

1.2%

1.1%

2.5%

1.6%

0% 25% 50% 75% 100%

30名以下（N=142）

31名以上100名以下（N=112）

101名以上300名以下（N=185）

301名以上1000名以下（N=61）

1001名以上（N=39）

ＬＶ2・1 ＬＶ3 ＬＶ4・5 ＬＶ6・7

37.3%

36.5%

34.0%

36.5%

27.2%

25.5%

1.5%

1.5%

0% 25% 50% 75% 100%

都市圏（N=269）

地方（N=279）

ＬＶ2・1 ＬＶ3 ＬＶ4・5 ＬＶ6・7

H19／H20比較H19／H20比較

従業員規模別従業員規模別

都市圏／地方別都市圏／地方別

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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職種別人材動向 ～ ＩＴスキル標準職種別人材分布① ～

APS（アプリケーションスペシャリスト）の割合が増加し、SWD（ソフトウェアデベロップメント）の割合が減少。これ

は、職種の正確な定義の浸透によるものである可能性も考えられる。

今年度の結果では、SL（セールス）が倍増しているが、これは、従業員数の大きな企業の中に、この職種が増加

した企業があることによるもの。

今年度と昨年度の調査結果比較今年度と昨年度の調査結果比較

0.7%

9.6%

2.2%
3.4%

14.1%

11.1%

6.6%
4.7%

6.6%

0.3%

3.0%
1.1%

4.6%

2.5%
3.9%

15.9%

11.9% 11.6%

2.9%

6.6%

0.7%

4.5%

37.7%

33.9%

0%

10%

20%

30%

40%

MK SL CONS ITA PM ITS APS SWD CS ITSM ED その他

H20調査

H19調査

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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6.3%

14.1%

7.7%

10.6%

23.2%

19.7%

35.2%

25.4%

4.9%

2.1%

2.8%

3.5%

31.0%

8.0%

14.3%

47.3%

27.7%

45.5%

25.9%

1.8%

1.8%

0.9%

2.7%

14.3%

3.2%

18.4%

19.5%

55.7%

29.7%

44.9%

16.2%

6.5%

11.4%

5.4%

3.2%

21.1%

4.9%

14.8%

23.0%

21.3%

70.5%

27.9%

54.1%

6.6%

9.8%

18.0%

1.6%

3.3%

16.4%

10.3%

12.8%

30.8%

46.2%

74.4%

20.5%

33.3%

7.7%

5.1%

23.1%

0.0%

5.1%

17.9%

12.5%

12.5%

11.4%

0% 25% 50% 75% 100%

マーケティング

セールス

コンサルタント

ＩＴアーキテクト

プロジェクトマネジメント

ＩＴスペシャリスト

アプリケーションスペシャリスト

ソフトウェアデベロップメント

カスタマサービス

ＩＴサービスマネジメント

エデュケーション

その他

無回答

30名以下 (N=142)

31名以上100名以下 (N=112)

101名以上300名以下 (N=185)

301名以上1000名以下 (N=61)

1001名以上 (N=39)

（特に無し）

職種別人材動向 ～ ＩＴスキル標準職種② ～

今後拡大したい職種として、もっとも多いのは「プロジェクトマネジメント」。

この結果についても、H19年度と同範囲の企業については、似た傾向を維

持している。

今後拡大したい職種今後拡大したい職種

従業員規模別従業員規模別

4.7%

13.7%

19.3%

21.2%

55.9%

28.5%

44.7%

15.6%

6.7%

12.0%

3.6%

3.9%

18.7%

7.4%

12.6%

32.6%

21.1%

38.4%

25.8%

3.2%

2.1%

1.6%

2.6%

26.3%

8.4%

12.1%

0% 25% 50% 75% 100%

マーケティング

セールス

コンサルタント

ＩＴアーキテクト

プロジェクトマネジメント

ＩＴスペシャリスト

アプリケーションスペシャリスト

ソフトウェアデベロップメント

カスタマサービス

ＩＴサービスマネジメント

エデュケーション

その他

無回答

H19同範囲企業 (N=358)

H20追加地域企業 (N=190)

（特に無し）

昨年度との比較昨年度との比較

「プロジェクトマネジメント」

については、さまざまな従

業員規模の企業での高い

ニーズが読み取れる。

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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23.2%

44.2%

51.4%

46.7%

34.0%

31.3%

36.8%

32.3%

42.5%

22.1%

18.2%

21.3%

28.9%

27.5%

25.7%

40.0%

21.3%

18.8%

21.1%

22.6%

12.3%

45.3%

42.4%

55.1%

39.4%

23.2%

16.2%

10.0%

27.7%

6.3%

15.8%

22.6%

27.9%

10.6%

6.3%

5.3% 5.3%

9.7%

6.4%

12.5%

10.5%

11.1%

28.8%

12.9%

4.2%

13.7%

25.0%

5.3%

25.3%

17.1%

5.6%

2.7%

3.5%

2.0%

1.9%

2.1%

2.6%

1.9%

3.3%

0% 25% 50% 75% 100%

マーケティング（N=31)

セールス（N=73)

コンサルタント（N=86)

ＩＴアーキテクト（N=99)

プロジェクトマネジメント（N=263)

ＩＴスペシャリスト（N=142)

アプリケーションスペシャリスト（N=233)

ソフトウェアデベロップメント（N=105)

カスタマサービス（N=30)

ＩＴサービスマネジメント（N=47)

エデュケーション（N=16)

その他（N=19)

新卒採用 中途採用
既存社員のレベルアップ 既存社員の職種転換（異動・業務変更）
派遣人材等の活用 国内アウトソース先の活用
海外アウトソース先の活用 その他
無回答

職種別確保・育成の手段

職種別人材動向 ～ ＩＴスキル標準職種③ ～

職種別確保・育成の手段

職種別の確保・育成の手段は、

職種によって差がみられるが、

全体的な傾向に昨年度から大

きな変化はない。

「ソフトウェアデベロップメント」

については、昨年度と同様に、

他職種よりも、「海外アウトソー

ス先の活用」という回答の割合

が高くなっている。

「エデュケーション」については、

「国内アウトソース先の活用」と

いう回答の割合が、他職種より

も高めになっている。

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ＩＴスキル標準の利用状況① ～ 昨年度調査との比較 ～

下図は、ＩＴスキル標準の利用状況を、昨年度の調査と比較したもの。厳密な比較のために、今年度（H20）調査結果

は、昨年度調査と同範囲の企業の回答結果を用いている。（H20年に新規追加された地方企業の分は除いた。）

特に、約100～300名規模の企業については、「利用を検討している」との回答が減り、「現在利用している」の回答が

増えている点が注目される。また、約1000名以上の規模の企業において、「必要性は感じているが、未検討」との回

答が減り、「検討中」との回答が倍増している。今回の調査結果からは、ＩＴスキル標準の利用が着実に浸透している

ことが把握された。

ＩＴスキル標準の利用度ＩＴスキル標準の利用度

27.5%

13.9%

34.3%

33.8%

14.6%

28.5%

16.9%

9.8%

14.8%

14.5% 3.5%

63.4%

19.2%

28.3%

19.4%

43.1%

27.2%

38.9%

12.2%

4.6%

26.4%

0% 25% 50% 75% 100%

H19全体

100名未満（N=72）

100名以上300名未満（N=172）

300名以上1000名未満（N=65）

1000名以上（N=41）

現在利用している

現在利用を検討している

必要性は感じているが、検討には至っていない

特に利用しておらず、今後も利用の予定はない

無回答

19.6%

14.7%

19.0%

22.0%

28.9%

24.6%

15.3%

 

8.9%

6.7%

3.9%

5.0%

5.1%

 

 

 

 

9.8%

18.7%

11.2%

 

 

45.8%

17.3%

33.0%

30.7%

60.5%

32.0%

22.3%

14.7%

11.9%

 

0% 25% 50% 75% 100%

H20調査（H19同範囲）(N=358)

100名以下(N=75)

101名以上300名以下(N=179)

301名以上1000名以下(N=59)

1001名以上(N=38)

現在利用している

現在利用を検討している

必要性は感じているが、検討には至っていない

特に利用したことはなく、今後も利用の予定はない

過去に利用を検討したことがあるが、断念した

そのスキル標準を知らない

無回答

H19調査H19調査 H20調査H20調査

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ＩＴスキル標準の利用状況② ～ 今年度調査結果から ～

中堅企業や大企業においては、半数以上の

企業が、すでにＩＴスキル標準を利用している。

100名以下の規模の企業では、４～５割の企

業が、現在利用を検討しているか、必要性を

感じつつも未検討の状態。

30名以下の企業では、利用の予定はない、知

らないと答えた企業が３割以上を占めている。

従業員規模別従業員規模別

ＩＴスキル標準の利用状況を、都市圏／地方別に

みると、やはり都市圏の方が利用が進んでいる。

地方の企業についても、必要性は感じているが

未検討という企業までを含めると半数を超え、多

くの企業が、利用の必要性を感じていると言える。

都市圏と地方の違い都市圏と地方の違い

15.2%

18.4%

21.3%

30.8%

37.5%

23.8%

16.4%

21.1%

6.5% 4.9%

4.9%

 

11.3%

5.4%

 

 

16.9%

9.8%

11.9%

 

 59.0%

31.4%

8.5%

18.8%

44.3%

3.5%

36.6%

 

11.5%

13.4%

3.2%

0% 25% 50% 75% 100%

30名以下(N=142)

31名以上100名以下(N=112)

101名以上300名以下(N=185)

301名以上1000名以下(N=61)

1001名以上(N=39)

現在利用している

現在利用を検討している

必要性は感じているが、検討には至っていない

特に利用したことはなく、今後も利用の予定はない

過去に利用を検討したことがあるが、断念した

そのスキル標準を知らない

無回答

19.0%

11.5% 32.3%

8.9% 4.5%

7.9%

9.7%

12.2%19.7%

32.0% 22.7%

15.1%

3.3%

0% 25% 50% 75% 100%

都市圏 (N=269)

地方 (N=279)

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ＩＴパスポート試験の活用

今回の改訂によって新しく創設される「ＩＴ

パスポート試験」については、「技術職」と

「営業・スタッフ職」に区分して、各社にお

ける利用意向を具体的に尋ねた。

ＩＴパスポート試験については、「社員の自

己啓発としての受験を推奨する」という回

答が多い。

「技術職」と「営業職・スタッフ職」では、「技

術職」に対する利用意向の方が強い。

「特に上記のような活用は考えてない」と

いう回答も、２～３割程度みられる。

ＩＴパスポート試験の利用予定ＩＴパスポート試験の利用予定

31.7%

27.9%

17.9%

6.6%

1.5%

23.5%

8.4%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社員の自己啓発としての受験を推奨する

採用時の参考にする

内定者に対して受験を推奨する

昇格・昇進等の評価の参考にする

その他

特に上記のような活用は考えていない

「ＩＴパスポート試験」を知らない

無回答 N=549

27.1%

18.0%

8.7%

4.0%

1.6%

27.9%

7.7%

22.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社員の自己啓発としての受験を推奨する

採用時の参考にする

内定者に対して受験を推奨する

昇格・昇進等の評価の参考にする

その他

特に上記のような活用は考えていない

「ＩＴパスポート試験」を知らない

無回答 N=549

技術職技術職

営業職・スタッフ職営業職・スタッフ職

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ユーザー企業向け
「IＴ人材動向調査」

第２章



All  Rights Reserved, Copyright©IPA2009 
16

調査対象企業／回答企業の属性

アンケート送付先企業の属性アンケート送付先企業の属性

東証１部、東証２部、マザーズ、ジャスダック等への

上場企業計3000社に送付した。

アンケート回答企業の属性アンケート回答企業の属性

昨年度同様、大企業の回収率が高くなっている。

企業数 構成比
300名以下 79 23.6%
301名以上1000名以下 134 40.0%

1001名以上 122 36.4%

合計 335 100.0%

企業数 構成比
300名以下 1218 40.6%
301名以上1000名以下 1007 33.6%

1001名以上 775 25.8%

合計 3000 100.0%

40.6%

23.6%

33.6%

40.0%

25.8%

36.4%

0% 25% 50% 75% 100%

送付先企業

回答企業

300名以下 301名以上1000名以下 1001名以上

回答企業業種 回答企業数 構成比

製造業 151 45.1%

卸売・小売業 56 16.7%

金融・保険業 40 11.9%

建設業 23 6.9%

運輸業 18 5.4%

サービス業 15 4.5%

電気・ガス・水道業 9 2.7%

その他 23 6.9%

合計 335 100.0%

送付先企業と回答企業の従業員規模分布送付先企業と回答企業の従業員規模分布

回答企業の業種分布回答企業の業種分布

ユーザー企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ユーザー企業のＩＴ人材の現状①

ＩＴ人材の年代構成ＩＴ人材の年代構成

今回の調査では、ＩＴ人材の年代について、人材全体を10割として、20代、30代、40代、50代の人材が、それ

ぞれどのくらいの割合で分布しているかを尋ねた。

左下図のとおり、20代の人材割合を“ゼロ”と回答した企業が全体の37.6%に及んでいる。

個々の企業が回答したＩＴ人材総数に対して、その企業の年代割合の回答を掛けて、その企業の年代別の人

材数を推定し、それを足し合わせた結果が右下図である。 これによれば、ユーザー企業のＩＴ人材全体として、

最も多い年代は30代となっている。

従業員規模別にみると、1001名以上の企業では、40代の割合がやや高くなっている。

年代別の回答分布年代別の回答分布

年齢構成割合（平均）年齢構成割合（平均）

24.2%

8.4%

23.6%

15.5%

16.1%

18.8%

7.8%

22.4%

22.1%

13.7%

5.1%

14.9%

12.5%

14.6%

13.4%

7.2%

5.1%

4.2% 4.5%

4.5%14.6%

37.6%

9.6%

31.3%

3.0%

3.0%

3.9%

14.0%

3.0%

3.6%

3.3%

0% 25% 50% 75% 100%

20代（N=335)

30代（N=335)

40代（N=335)

50代（N=335)

0割 ～1割未満 1～2割未満 2～3割未満 3～4割未満

4～5割未満 5～6割未満 6～7割未満 7～8割未満 8～9割未満

9～10割未満 10割 無回答

15.4%

17.7%

17.6%

14.7%

36.9%

39.1%

37.8%

36.5%

33.9%

29.6%

27.4%

35.6%

13.9%

13.6%

17.3%

13.2%

0% 25% 50% 75% 100%

全  体

300名以下

301名以上1000名以下

1001名以上

２０代 ３０代 ４０代 ５０代

ユーザー企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ＩＴ人材の過不足感①

人材の「量」と「質」に対する過不足感人材の「量」と「質」に対する過不足感

今年度は、ＩＴ企業と同じく、ユーザー企業に対しても、ＩＴ人材の「量」と「質」に対する過不足感を尋ねた。

「量」、「質」どちらについても、「（大幅に／やや）不足している」と答えた企業が８割を超えている。

特に、「量」よりも「質」について、「大幅に不足している」という回答が多くなっている。

人材の「量」人材の「量」

人材の「質」人材の「質」
31.6% 56.1% 11.6% 0.6%

0% 25% 50% 75% 100%

N=335

大幅に不足している やや不足している 特に不足はない 無回答

22.7% 58.5% 16.4%

1.8%

0.6%

0% 25% 50% 75% 100%

N=335

大幅に不足している

やや不足している

特に過不足はない

やや過剰である（削減や職種転換等が必要

無回答

ユーザー企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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12.9%
14.1%

11.9%

25.7%

12.0%

17.0%

6.5%

0%

10%

20%

30%

（

ス

ト

ラ

テ

ジ

ス

ト

）　

　

Ｉ

Ｔ

戦

略

策

定

・

Ｉ
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企

画

（
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ク

ト

マ

ネ
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ジ

ャ

）

Ｉ
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投
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件

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト
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シ

ス

テ

ム
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ー

キ

テ

ク

ト

）

社

内
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Ｔ

基

盤

の

設
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テ

ク

ニ

カ
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ス
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シ

ャ

リ

ス

ト

）　

社

内

シ

ス

テ
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の

開

発

・

導

入

・

保

守

　

（

例

）

Ｉ

Ｓ

ア

ド

ミ

ニ

ス

ト

レ

ー

タ

等

（

サ

ー

ビ

ス

マ

ネ

ー

ジ

ャ

）　

　

　

　

　

社

内

シ

ス

テ

ム

の

運

用

管

理

計

画

策

定

　

（

例

）

Ｉ

Ｓ

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

等

（

サ

ー

ビ

ス

マ

ネ

ー

ジ

ャ

）　

　

　

社

内

シ

ス

テ

ム

の

運

用

・

管

理

実

施

社

内

Ｉ

Ｔ

人

材

の

育

成

ＩＴ関連業務の実施体制

ＩＴ関連業務の担当人員割合ＩＴ関連業務の担当人員割合

右図は、各業務の自社担当人員数と

して記入された人員の合計（延べ人

数）を100%として、各業務の担当人員

の割合を算出したもの。

ストラテジストとしての業務に関係し

ている人員は、全体の12.9%と解釈さ

れる（各業務間には、人員の重複が

あり得る）。

担当人員数が最も多いのは、テクニ

カルスペシャリストの業務として位置

づけられる「社内システムの開発・導

入・保守」であることが分かる。

次に多いのは、「社内システムの運

用・管理実施」となっている。

ユーザー企業内で、ＩＴ人材の育成に

携わる人員も、6.5%存在することが把

握された。

ユーザー企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ＩＴ人材の育成とスキル標準の活用

ユーザー企業における情報システムユーザースキル標準（UISS）の利用状況ユーザー企業における情報システムユーザースキル標準（UISS）の利用状況

UISSの利用率は、昨年度調査と比べると上昇している。

特に、1001名以上の企業において、「現在利用している」という回答の割合が２倍以上になっている。ここ

からは、大企業を中心に、UISSの利用が進展していることがうかがえる。

5.1%

18.0%

35.8%

43.4%

36.7%

18.9%

29.1%

32.8%

10.7%

 

 

 8.2%

3.0%

25.3%

28.4%

0% 25% 50% 75% 100%

300名以下(N=79)

301名以上1000名以下(N=134)

1001名以上(N=122)

現在利用している

現在利用を検討している

必要性は感じているが、検討には至っていない

特に利用したことはなく、今後も利用の予定はない

過去に利用を検討したことがあるが、断念した

ＩＴＳＳ／ＵＩＳＳを知らない

無回答

3.3%

9.0% 36.1% 26.9%

0.3%

23.9% 0.6%

0% 25% 50% 75% 100%

N=335
10.1% 38.4% 42.2% 7.6%

1.7%

0% 25% 50% 75% 100%

N=237

4.7%

18.9%

33.3%

34.1%

45.3%

49.1%

50.6%

30.5%

14.0%

9.4%

3.2%

1.2%

3.5%

2.1%

0% 25% 50% 75% 100%

300名未満（N=57）

300～1000名未満（N=85）

1000名以上（N=95）

現在利用している

現在利用を検討している

必要性は感じているが、検討には至っていない

特に利用しておらず、今後も利用の予定はない

無回答

H20年度調査H20年度調査H19年度調査H19年度調査

ユーザー企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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情報処理技術者試験の利用

ＩＴ部門での利用ＩＴ部門での利用

ＩＴパスポート試験の利用意向ＩＴパスポート試験の利用意向

平成21年度春期から新しく実施される「ＩＴパスポート試験」については、30%を超える企業が、「（ＩＴ部門にお

いて）社員の自己啓発としての受験を推奨する」と答えている。

全社での利用については、「未定／分からない」という回答が４割近くにのぼっている。

下図のいずれにおいても、「ＩＴパスポート試験を知らない」という回答が、20%を超えており、ユーザー企業に

おいては、試験制度の改定に関する認知度向上の余地があることが示されている。

全社での利用全社での利用

31.0%

6.9%

1.5%

0.9%

17.6%

28.4%

20.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社員の自己啓発としての受験を推奨する

採用時の参考にする

内定者に対して受験を推奨する

その他

特に上記のような活用は考えていない

未定／分からない

「ＩＴパスポート試験」を知らない

無回答 N=335

15.5%

3.3%

0.6%

0.3%

26.9%

37.0%

20.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社員の自己啓発としての受験を推奨する

採用時の参考にする

内定者に対して受験を推奨する

その他

特に上記のような活用は考えていない

未定／分からない

「ＩＴパスポート試験」を知らない

無回答 N=335

ユーザー企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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「ＩＴ人材白書２００９」 出版について

『ＩＴ人材白書２００９』
第1章 IT人材の市場動向とIPAの施策展開

1．背景と目的
2．調査概要
3．実施体制
4．全体総括とIPA施策の方向性

第2章 ＩＴ人材動向調査【企業編】 ～企業のＩＴ人材動向に関する調査・分析～
1．ＩＴ人材動向調査（ＩＴ企業向け）
2．ＩＴ人材動向調査（ユーザー企業向け）
3．調査総括

第3章 ＩＴ人材動向調査【教育機関編】
1.情報系学生・教育動向調査（教育機関向け）
2.情報専門学科のカリキュラム評価（卒業生向け）
3.調査総括

第4章 ＩＴ関連産業の人気分析調査
1.情報サービス産業のイメージ分析調査）
2.他産業との就業満足度比較分析（ＩＴ技術者向け）
3.調査総括

第5章オフショア動向調査 ～ オフショア開発の動向に関する調査・分析 ～
1.オフショア動向調査（ＩＴ企業向け）
2.海外ＩＴサービス利用動向調査（ユーザー企業向け）
3.調査総括

第1章 IT人材の市場動向とIPAの施策展開
1．背景と目的
2．調査概要
3．実施体制
4．全体総括とIPA施策の方向性

第2章 ＩＴ人材動向調査【企業編】 ～企業のＩＴ人材動向に関する調査・分析～
1．ＩＴ人材動向調査（ＩＴ企業向け）
2．ＩＴ人材動向調査（ユーザー企業向け）
3．調査総括

第3章 ＩＴ人材動向調査【教育機関編】
1.情報系学生・教育動向調査（教育機関向け）
2.情報専門学科のカリキュラム評価（卒業生向け）
3.調査総括

第4章 ＩＴ関連産業の人気分析調査
1.情報サービス産業のイメージ分析調査）
2.他産業との就業満足度比較分析（ＩＴ技術者向け）
3.調査総括

第5章オフショア動向調査 ～ オフショア開発の動向に関する調査・分析 ～
1.オフショア動向調査（ＩＴ企業向け）
2.海外ＩＴサービス利用動向調査（ユーザー企業向け）
3.調査総括

書籍タイトル書籍タイトル

内容内容

IT人材市場動向調査全調査の分析結果が掲
載。

分析に基づいたIPAの提言も併せて掲載。

国、民間企業、経営者、担当者を問わず、IT人
材の育成を考える上での基礎資料として活用
可。

白書全文のPDFを格納したCD-ROMを綴じ込み。
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